
【５】　政策・方針決定について

問７　女性の社会参画は進みつつありますが、町内会や自治会の長、ＰＴＡ会長などには、

　　まだ、女性が少ないのが現状です。このような方針決定の過程に女性の参画が少ない

　　理由は何だと思いますか。あなたのお考えに近いものを３つまで選んでください。

　　●男女とも「女性自身が責任ある役職に就くことに消極的であるから」の割合が最も

　　   高く、次いで「役員決定をはじめとして男性主体の組織運営がされているから」の

　　   割合が高い。

　　●年代別では、20代と40代で「役員決定をはじめとして男性主体の組織運営がされ

　　　ているから」、30代で「自治会などの団体の代表者は男性が担うことがしきたりや

　　　慣習になっているから」の割合が最も高い。50代以上は、「女性自身が責任ある

　　　役職に就くことに消極的であるから」の割合が最も高くなっている。

3.6  

3.1  

45.6  

59.3  

24.4  

24.9  

48.7  

56.7  

3.6  

4.9  

44.1  

56.6  

25.0  

26.6  

46.7  

54.2  

3.8  

4.1  

44.7  

57.7  

24.6  

25.7  

47.5  

55.2  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

その他 

女性の参画を積極的に進めようと 

意識している人が少ないから 

女性自身が責任ある役職に就くことに 

消極的であるから 

家庭・職場・地域における性別役割分担 

意識や性差別の意識があるから 

家族の支援・協力が得られないから 

自治会などの団体の代表者は男性が 

担うことがしきたりや慣習になっているから 

役員決定をはじめとして男性主体の 

組織運営がされているから 

全体 

女性 

男性 

% 

《 性別 》 

－43－



30代
20代
全体

《 年代別 》 

10.0  

4.0  

47.8  

63.9  

16.5  

20.9  

41.8  

51.4  

1.6  

2.4  

55.6  

60.8  

30.0  

23.2  

46.4  

58.4  

1.8  

3.5  

39.8  

63.7  

20.5  

28.1  

51.5  

59.6  

1.3  

6.6  

34.2  

53.3  

25.0  

26.3  

50.0  

57.2  

0.9  

3.5  

42.6  

45.2  

28.7  

32.2  

57.4  

55.7  

1.5  

7.6  

33.3  

40.9  

39.4  

36.4  

40.9  

42.4  

3.8  

4.1  

44.7  

57.7  

24.6  

25.7  

47.5  

55.2  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

その他 

女性の参画を積極的に進めようと 

意識している人が少ないから 

女性自身が責任ある役職に 

就くことに消極的であるから 

家庭・職場・地域における性別役割 

分担意識や性差別の意識があるから 

家族の支援・協力が得られないから 

自治会などの団体の代表者は 

男性が担うことがしきたりや慣習に

なっているから 

役員決定をはじめとして男性主体の 

組織運営がされているから 

全体 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70歳以上 

% 
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問８　あなたが、次にあげるような職業や役職において、今後女性がもっと増える方がよいと

　　思うのはどれですか。この中からいくつでもあげてください。

　　●男女別で割合の差が大きいものは、「自治会長・町内会長」で18.0ポイント、

　　　「PTA会長」17.1ポイント、「防災会議委員・消防団員」11.5ポイントの差で、

　　　いずれも男性が女性より高くなっている。

　　●「企業の管理職」は、女性53.9％、男性50.2％で女性が男性より高くなっている。

男性
女性
全体

《 性別 》 

2.0  

4.0  

9.3  

31.8  

32.4  

52.2  

46.9  

45.1  

50.2  

32.9  

43.3  

52.4  

65.1  

54.7  

1.4  

6.7  

11.6  

20.3  

24.2  

34.2  

29.8  

43.8  

53.9  

28.8  

44.1  

50.3  

60.9  

47.6  

1.8  

5.6  

10.6  

25.3  

27.9  

42.2  

37.4  

44.1  

52.2  

30.5  

43.7  

51.0  

62.6  

50.7  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

わからない 

特にない 

防災会議委員、消防団員 

農業委員、農協役員 

自治会長、町内会長 

ＰＴＡ会長 

起業家、経営者 

企業の管理職 

大学教授 

裁判官、検察官、弁護士 

国家公務員、地方公務員の管理職 

国会議員、県議会議員、市町村議会議員 

県、市町村の首長 

全体 

女性 

男性 

% 
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30代
20代
全体

《 年代別 》 

33.7  

40.6  

20.5  

33.3  

45.8  

58.6  

41.4  

46.0  

53.6  

33.6  

40.4  

53.6  

64.0  

54.4  

50.3  

62.0  

38.0  

55.0  

57.3  

70.8  

52.0  

52.6  

58.6  

37.5  

50.7  

50.7  

64.5  

57.2  

48.7  

60.0  

30.4  

50.4  

54.8  

60.0  

56.5  

36.4  

37.9  

22.7  

39.4  

42.4  

54.5  

43.9  

44.1  

52.2  

30.5  

43.7  

51.0  

62.6  

50.7  

起業家、経営者 

企業の管理職 

大学教授 

裁判官、検察官、弁護士 

国家公務員、 

地方公務員の管理職 

国会議員、県議会議員、 

市町村議会議員 

県、市町村の首長 

全体 
20代 
30代 
40代 
50代 
60代 
70歳以上 
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5.2  

7.2  

11.6  

27.3  

31.3  

37.8  

47.0  

1.2  

4.0  

10.4  

29.2  

30.4  

36.4  

45.2  

0.6  

4.7  

7.0  

23.4  

27.5  

40.4  

40.9  

0.0  

2.6  

11.2  

23.0  

24.3  

40.1  

39.5  

0.0  

6.1  

13.0  

22.6  

28.7  

38.3  

41.7  

0.0  

12.1  

10.6  

19.7  

13.6  

25.8  

24.2  

1.8  

5.6  

10.6  

25.3  

27.9  

37.4  

42.2  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  

無回答 

わからない 

特にない 

防災会議委員、消防団員 

農業委員、農協役員 

ＰＴＡ会長 

自治会長、町内会長 

% 
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問９　あなたは、政策方針決定の場に女性が増えることで何を期待しますか。次の中から、

　　あなたのお考えに最も近いものを２つ選んでください。

　　●男女とも「女性が持つ意見や発想が生かされる」の割合が最も高く、次いで

　　   「男性中心の考え方に変化が生じる」の割合が高い。

　　●年代別では、20代で「何も期待しない」割合が12.1％と、他の年代より高く

　　　なっている。

男性
女性
全体

《 性別 》 

0.9  

1.8  

5.1  

16.0  

19.6  

64.2  

28.7  

41.3  

5.8  

1.4  

5.1  

3.4  

12.5  

15.7  

66.9  

25.3  

40.7  

11.9  

1.4  

3.7  

4.2  

14.0  

17.4  

65.6  

26.8  

40.9  

9.1  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

わからない 

何も期待しない 

国際社会での日本の地位向上につながる 

経済活動を含め社会全体の活力が増す 

女性が持つ意見や発想が生かされる 

男女平等や男女共同参画社会に向けての

施策が推進される 

男性中心の考え方に変化が生じる 

政治が身近になる 

全体 

女性 

男性 

% 
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60代
50代
40代
30代
20代
全体

《 年代別 》 

3.6  

6.0  

4.0  

15.7  

15.3  

55.0  

31.7  

36.5  

12.4  

1.2  

2.8  

2.0  

13.2  

17.6  

66.8  

29.6  

44.8  

11.6  

0.0  

1.8  

5.8  

15.2  

19.3  

71.9  

24.6  

39.2  

6.4  

0.0  

2.0  

3.3  

10.5  

18.4  

69.7  

23.0  

45.4  

8.6  

0.0  

4.3  

3.5  

14.8  

18.3  

74.8  

22.6  

40.9  

5.2  

0.0  

4.5  

12.1  

15.2  

16.7  

60.6  

19.7  

37.9  

3.0  

1.4  

3.7  

4.2  

14.0  

17.4  

65.6  

26.8  

40.9  

9.1  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  

無回答 

わからない 

何も期待しない 

国際社会での日本の地位向上につながる 

経済活動を含め社会全体の活力が増す 

女性が持つ意見や発想が生かされる 

男女平等や男女共同参画社会に向けての

施策が推進される 

男性中心の考え方に変化が生じる 

政治が身近になる 

全体 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70歳以上 

% 
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【６】　防災・災害復興について

問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでくだ

　　さい。

　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、「避難所の設備」で92.9％、

　　「被災者に対する相談体制」で92.2％、「仮設住宅設置や生活再建支援における配慮」

　　で91.9％、「災害時の救急医療体制」で91.3％、「必要な備蓄品の把握や被災者に支

　　給する際の配慮」で89.8％、「避難所運営責任者に男女がともに配置されること」で

　　84.0%、「防災会議や対策本部の女性委員を増やしたり、防災計画や復興計画策定に

　　女性が参画すること」で75.6％、「女性の消防団員、消防署員、警察官や県・市町村

　　の防災担当職員が増えること」で64.4%となっている。

44.8  

45.9  

35.4  

33.0  

47.3  

37.7  

7.3  

13.9  

47.1  

46.3  

54.4  

51.0  

45.6  

53.6  

57.1  

61.7  

0.5  

0.7  

1.3  

2.9  

1.1  

0.9  

7.8  

4.1  

3.5  

3.3  

5.1  

9.4  

2.6  

3.9  

23.7  

17.2  

4.1  

3.8  

3.9  

3.7  

3.4  

4.0  

4.0  

3.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

仮設住宅設置や生活再建支援における配慮 

（設計への意見反映や乳幼児の一時預かりなど） 

被災者に対する相談体制（女性相談・男性相談） 

必要な備蓄品の把握や被災者に支給する際の配慮 

避難所運営責任者に男女がともに配置されること 

避難所の設備 

（男女別トイレ・更衣室・物干し場・防犯対策など） 

災害時の救援医療体制 

（診察・治療体制、妊産婦への支援体制など） 

女性の消防団員、消防署員、警察官や 

県・市町村の防災担当職員が増えること 

防災会議や対策本部の女性委員を増やしたり、 

防災計画や復興計画策定に女性が参画すること 

特に必要である 必要である 必要でない どちらかともいえない 無回答 

－50－



問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでく

　　　ださい。

（１）防災会議や対策本部の女性委員を増やしたり、　防災計画や復興計画策定に

　　女性が参画すること

　　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、75.6％。

　　●「特に必要である」または「必要である」割合は、男性80.6％、女性72.0％で、

　　　8.6ポイントの差となっている。

《 性別 》 

《 年代別 》 

13.3  

14.5  

13.9  

67.3  

57.5  

61.7  

4.0  

4.2  

4.1  

13.3  

20.3  

17.2  

2.0  

3.6  

3.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

全体 

特に必要である 必要である 必要でない どちらともいえない 無回答 

75.6 

13.7  

14.4  

12.9  

16.4  

13.0  

12.1  

13.9  

60.6  

67.2  

68.4  

59.2  

60.0  

39.4  

61.7  

3.2  

2.8  

4.1  

3.9  

5.2  

10.6  

4.1  

12.9  

13.6  

14.6  

20.4  

21.7  

37.9  

17.2  

9.6  

2.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

3.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

70歳以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

全体 
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問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでく

　　　ださい。

（２）女性の消防団員、消防署員、警察官や県・市町村の防災担当職員が増えること

　　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、64.4％。

　　●「特に必要である」または「必要である」割合は、男性66.2％、女性63.5％

　　　となっている。

《 性別 》 

《 年代別 》 

8.4  

6.5  

7.3  

57.8  

57.0  

57.1  

7.3  

8.3  

7.8  

23.3  

24.1  

23.7  

3.1  

4.2  

4.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

全体 

特に必要である 必要である 必要でない どちらかともいえない 無回答 

64.4 

6.8  

6.8  

4.1  

9.2  

12.2  

7.6  

7.3  

55.4  

62.8  

67.8  

54.6  

53.0  

30.3  

57.1  

7.2  

6.0  

8.8  

7.9  

8.7  

13.6  

7.8  

18.9  

21.6  

18.7  

28.3  

26.1  

48.5  

23.7  

11.6  

2.8  

0.6  

0.0  

0.0  

0.0  

4.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

70歳以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

全体 
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問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでく

　　　ださい。

（３）災害時の救援医療体制（診察・治療体制、妊産婦への支援体制など）

　　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、91.3％。

　　●「特に必要である」または「必要である」割合は、女性91.9％、男性91.1％

　　　となっている。

《 性別 》 

《 年代別 》 

36.2  

39.1  

37.7  

54.9  

52.8  

53.6  

1.1  

0.7  

0.9  

5.3  

2.7  

3.9  

2.4  

4.7  

4.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

全体 

特に必要である 必要である 必要でない どちらともいえない 無回答 

91.3 

33.3  

36.4  

41.5  

40.8  

39.1  

40.9  

37.7  

53.0  

57.6  

53.8  

53.3  

53.9  

42.4  

53.6  

0.0  

1.2  

0.6  

2.6  

0.0  

1.5  

0.9  

2.4  

2.4  

2.9  

3.3  

6.1  

15.2  

3.9  

11.2  

2.4  

1.2  

0.0  

0.9  

0.0  

4.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

70歳以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

全体 
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問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでく

　　　ださい。

（４）避難所の設備　（男女別トイレ・更衣室・物干し場・防犯対策など）

　　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、92.9％。

　　●「特に必要である」または「必要である」割合は、女性94.4％、男性91.8％

　　　となっている。

《 性別 》 

《 年代別 》 

41.1  

52.6  

47.3  

50.7  

41.8  

45.6  

1.8  

0.5  

1.1  

3.6  

1.8  

2.6  

2.9  

3.3  

3.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

全体 

特に必要である 必要である 必要でない どちらともいえない 無回答 

92.9 

44.6  

44.8  

51.5  

52.6  

52.2  

37.9  

47.3  

44.2  

48.4  

45.6  

43.4  

44.3  

50.0  

45.6  

1.2  

1.6  

1.2  

0.0  

0.9  

1.5  

1.1  

0.8  

2.4  

1.2  

3.9  

2.6  

10.6  

2.6  

9.2  

2.8  

0.6  

0.0  

0.0  

0.0  

3.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

70歳以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

全体 
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問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでく

　　　ださい。

（５）避難所運営責任者に男女がともに配置されること

　　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、84.0％。

　　●「特に必要である」または「必要である」割合は、女性85.5％、男性82.7％

　　　となっている。

《 性別 》 

《 年代別 》 

29.8  

35.8  

33.0  

52.9  

49.7  

51.0  

4.9  

1.3  

2.9  

10.0  

9.0  

9.4  

2.4  

4.2  

3.7  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

全体 

特に必要である 必要である 必要でない どちらかともいえない 無回答 

84.0 

29.3  

30.4  

39.2  

31.6  

38.3  

36.4  

33.0  

52.6  

58.0  

48.0  

51.3  

44.3  

39.4  

51.0  

0.8  

3.2  

1.8  

4.6  

5.2  

4.5  

2.9  

6.0  

6.0  

11.1  

12.5  

12.2  

19.7  

9.4  

11.2  

2.4  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

3.7  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

70歳以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

全体 

－55－



問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでく

　　　ださい。

（６）必要な備蓄品の把握や被災者に支給する際の配慮

　　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、89.8％。

　　●「特に必要である」または「必要である」割合は、女性90.9％、男性88.9％

　　　となっている。

《 性別 》 

《 年代別 》 

31.8  

38.5  

35.4  

57.1  

52.4  

54.4  

1.8  

0.9  

1.3  

6.2  

4.2  

5.1  

3.1  

4.0  

3.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

全体 

特に必要である 必要である 必要でない どちらともいえない 無回答 

89.8 

32.1  

31.2  

38.6  

38.2  

43.5  

36.4  

35.4  

52.6  

62.0  

55.0  

54.6  

51.3  

37.9  

54.4  

1.6  

0.8  

1.2  

1.3  

0.0  

4.5  

1.3  

2.0  

3.6  

4.7  

5.9  

5.2  

21.2  

5.1  

11.6  

2.4  

0.6  

0.0  

0.0  

0.0  

3.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

70歳以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

全体 

－56－



問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでく

　　　ださい。

（７）被災者に対する相談体制（女性相談・男性相談）

　　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、92.2％。

　　●「特に必要である」または「必要である」割合は、女性92.8％、男性92.2％

　　　となっている。

《 性別 》 

《 年代別 》 

45.3  

46.7  

45.9  

46.9  

46.1  

46.3  

0.9  

0.5  

0.7  

4.0  

2.7  

3.3  

2.9  

4.0  

3.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

全体 

特に必要である 必要である 必要でない どちらともいえない 無回答 

92.2 

37.3  

44.4  

53.8  

47.4  

53.0  

50.0  

45.9  

47.0  

50.0  

43.9  

48.7  

45.2  

34.8  

46.3  

1.2  

0.4  

0.0  

0.7  

0.0  

3.0  

0.7  

3.2  

2.8  

1.8  

3.3  

1.7  

12.1  

3.3  

11.2  

2.4  

0.6  

0.0  

0.0  

0.0  

3.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

70歳以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

全体 
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問１０　あなたは、防災・災害復興対策において、男女共同参画の視点からどのような取組が

　　　必要であると思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ１つ選んでく

　　　ださい。

（８）仮設住宅設置や生活再建支援における配慮（設計への意見反映や乳幼児の

　　一時預かりなど）

　　●「特に必要である」または「必要である」とする割合は、91.9％。

　　●「特に必要である」または「必要である」割合は、女性93.0％、男性91.3％

　　　となっている。

《 性別 》 

《 年代別 》 

42.2  

47.2  

44.8  

49.1  

45.8  

47.1  

0.7  

0.4  

0.5  

4.4  

2.7  

3.5  

3.6  

4.0  

4.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

全体 

特に必要である 必要である 必要でない どちらともいえない 無回答 

91.9 

40.6  

39.6  

50.9  

44.7  

57.4  

45.5  

44.8  

43.8  

54.4  

46.8  

52.0  

38.3  

39.4  

47.1  

0.8  

0.0  

0.0  

0.7  

0.0  

3.0  

0.5  

3.2  

3.2  

1.8  

2.6  

3.5  

12.1  

3.5  

11.6  

2.8  

0.6  

0.0  

0.9  

0.0  

4.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

70歳以上 

60代 

50代 

40代 

30代 

20代 

全体 

－58－



【７】　ワーク・ライフ・バランスについて

問１１　「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」(地域活動・学習・趣味・付き合い等）の

　　優先度についておたずねします。

　　（１）あなたが理想とする（希望する）生活に最も近いものを１つ選んでください。

　　（２）あなたの現実の生活に最も近いものを１つ選んでください。

　　●「仕事優先」を希望する割合は3.0％であるが、現実は24.0％が「仕事優先」と

　　　なっている。

　　●「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先」を希望する

　　　割合は28.1％であるが、現実は8.8%となっている。

《 性別 》 

24.0  

3.0  

17.7  

17.1  

3.7  

3.7  

22.4  

29.5  

5.2  

3.3  

9.9  

10.6  

8.8  

28.1  

5.0  

1.4  

3.4  

3.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

「仕事」優先 「家庭生活」優先 
「地域・個人の生活」優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先 
「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない 
無回答 

3.1  

6.2  

30.7  

7.3  

4.0  

10.7  

8.9  

9.1  

20.0  

3.3  

3.8  

18.6  

3.4  

3.4  

9.2  

25.0  

8.7  

24.6  

3.4  

5.0  

24.0  

5.2  

3.7  

9.9  

17.7  

8.8  

22.4  

0.0  20.0  40.0  

全体 

女性 

男性 

% 
2.9  

1.3  

5.1  

4.0  

4.0  

9.1  

19.6  

26.7  

27.3  

3.6  

1.3  

1.3  

2.7  

3.4  

11.8  

15.2  

29.5  

31.3  

3.5  

1.4  

3.0  

3.3  

3.7  

10.6  

17.1  

28.1  

29.5  

0.0  20.0  40.0  

% 

理  想 現  実 

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先 

「仕事」と「地域・個人

の生活」をともに優先 

「地域・個人の生活」

優先 

「家庭生活」と「地域・個

人の生活」をともに優先 

「家庭生活」優先 

「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」をともに優先 

無回答 

わからない 

「仕事」優先 

－59－



9.6  

0.4  

3.2  

6.0  

6.4  

12.0  

15.7  

20.9  

25.7  

1.6  

1.6  

2.8  

2.8  

4.4  

12.0  

14.8  

31.2  

28.8  

1.8  

2.3  

2.3  

2.9  

2.9  

7.6  

14.6  

40.4  

25.1  

0.7  

0.0  

3.9  

1.3  

1.3  

11.8  

20.4  

30.9  

29.6  

0.9  

1.7  

0.9  

1.7  

0.9  

7.8  

23.5  

20.9  

41.7  

0.0  

3.0  

6.1  

3.0  

3.0  

9.1  

19.7  

19.7  

36.4  

0.0  20.0  40.0  60.0  
% 

9.6  

5.6  

4.8  

6.8  

7.6  

18.9  

20.5  

16.1  

10.0  

0.8  

4.4  

14.8  

6.4  

3.6  

14.0  

20.4  

10.0  

25.6  

2.3  

0.6  

35.7  

3.5  

1.2  

5.3  

13.5  

7.0  

31.0  

0.7  

3.9  

40.1  

4.6  

2.0  

1.3  

16.4  

3.3  

27.6  

0.9  

7.0  

31.3  

3.5  

2.6  

3.5  

20.9  

3.5  

27.0  

0.0  

13.6  

51.5  

3.0  

1.5  

3.0  

6.1  

4.5  

16.7  

0.0  20.0  40.0  60.0  

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70歳以上 

% 

《 年代別 》 

理  想 現  実 

「仕事」と「家庭生

活」をともに優先 

「仕事」と「地域・

個人の生活」をと

もに優先 

「地域・個人の生

活」優先 

「家庭生活」と「地

域・個人の生活」を

ともに優先 

「家庭生活」優先 

「仕事」と「家庭生

活」と「地域・個人の

生活」をともに優先 

無回答 

わからない 

「仕事」優先 
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24.0  

3.0  

17.7  

17.1  

3.7  

3.7  

22.4  

29.5  

5.2  

3.3  

9.9  

10.6  

8.8  

28.1  

5.0  

1.4  

3.4  

3.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

「仕事」優先 「家庭生活」優先 
「地域・個人の生活」優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先 
「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 
「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない 
無回答 

50.0  

0.0  

5.9  

23.5  

2.9  

2.9  

11.8  

35.3  

5.9  

2.9  

5.9  

8.8  

2.9  

23.5  

14.7  

2.9  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

53.1  

12.5  

6.3  

15.6  

0.0  

3.1  

21.9  

37.5  

0.0  

3.1  

0.0  
9.4  

6.3  

15.6  

12.5  

3.1  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

27.3  

0.0  

34.8  

16.7  

1.5  

1.5  

25.8  

43.9  

1.5  

1.5  

3.0  

9.1  

4.5  

25.8  

0.0  

0.0  

1.5  

1.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

36.7  

2.0  

2.0  

32.7  
4.1  

0.0  

28.6  

38.8  

6.1  

2.0  

4.1  

6.1  

2.0  

14.3  

16.3  

4.1  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

58.2  

6.0  

3.0  

22.4  

1.5  

1.5  

23.9  

26.9  

4.5  

3.0  

0.0  

9.0  

4.5  

31.3  

4.5  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

25.9  

2.4  

27.1  

18.8  

2.4  

1.2  

30.6  

31.8  

4.7  

0.0  

2.4  

14.1  

2.4  

30.6  

3.5  

0.0  

1.2  

1.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

《 女性 》 

26.3  

1.0  

19.2  

11.1  

0.0  

3.0  

37.4  

28.3  

4.0  

2.0  

4.0  

8.1  

7.1  

41.4  

0.0  

3.0  

2.0  

2.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

48.6  

4.2  

5.6  

19.4  

2.8  

2.8  

22.2  

20.8  

2.8  

4.2  

6.9  

6.9  

6.9  

38.9  

1.4  

1.4  

2.8  

1.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

9.6  

1.5  

27.9  

11.8  

2.9  

2.9  

28.7  

29.4  

2.9  

2.9  

14.7  

13.2  

9.6  

33.8  

2.9  

2.2  

0.7  

2.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

21.1  

4.4  

11.4  

18.4  

4.4  

6.1  

21.9  

28.1  

10.5  

2.6  

13.2  

10.5  

10.5  

28.1  

6.1  

0.9  

0.9  

0.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

5.3  

1.5  

24.8  

16.5  

8.3  

6.8  

9.8  

27.8  

3.0  

5.3  

15.8  

13.5  

16.5  

18.8  

6.8  

0.0  

9.8  

9.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

4.3  

5.2  

15.5  

14.7  

6.9  

6.0  

10.3  

23.3  

11.2  

6.9  

22.4  

10.3  

15.5  

23.3  

4.3  

0.9  

9.5  

9.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

現実 

理想 

《 男性 》 

《 ２０代 》 《 ２０代 》 

《 ３０代 》 

《 ４０代 》 

《 ５０代 》 

《 ６０代 》 

《 ７０歳以上 》 《 ７０歳以上 》 

《 ６０代 》 

《 ５０代 》 

《 ４０代 》 

《 ３０代 》 

《 性別・年代別 》 
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2.9  

2.9  

8.6  

0.0  

5.7  

8.6  

20.0  

42.9  

8.6  

8.2  

1.1  

1.6  

3.8  

7.1  

13.2  

18.1  

21.4  

25.3  

0.0  

0.0  

14.3  

7.1  

0.0  

0.0  

14.3  

28.6  

35.7  

1.5  

0.8  

0.8  

3.8  

3.8  

12.8  

15.8  

26.3  

34.6  

2.8  

1.4  

1.4  

2.8  

1.4  

11.7  

14.5  

33.8  

30.3  

0.3  

1.9  

3.2  

1.9  

2.6  

8.3  

21.4  

27.5  

32.9  

8.1  

0.0  

4.1  

6.8  

1.4  

13.5  

14.9  

27.0  

24.3  

2.0  

1.0  

4.9  

4.9  

4.9  

7.8  

9.8  

34.3  

30.4  

0.0  20.0  40.0  60.0  

自営業（商工･ 

ｻｰﾋﾞｽ業､自由業） 

自営業 

（農・林・漁業） 

雇用者 

（常勤･ﾌﾙﾀｲﾑ） 

雇用者 

（ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 

家事専業 

学生 

無職 

その他 

% 2.9  

5.7  

28.6  

11.4  

2.9  

14.3  

8.6  

11.4  

14.3  

8.2  

1.1  

1.6  

3.8  

7.1  

13.2  

18.1  

21.4  

25.3  

0.0  

50.0  

7.1  

0.0  

0.0  

0.0  

14.3  

7.1  

21.4  

2.3  

3.0  

1.5  

1.5  

4.5  

16.5  

45.1  

7.5  

18.0  

1.4  

3.4  

20.7  

4.1  

2.1  

6.2  

19.3  

10.3  

32.4  

0.3  

2.9  

47.0  

6.1  

1.6  

2.6  

7.0  

4.8  

27.5  

9.5  

5.4  

16.2  

10.8  

6.8  

10.8  

13.5  

14.9  

12.2  

2.0  

3.9  

30.4  

5.9  

2.0  

2.9  

9.8  

6.9  

36.3  

0.0  20.0  40.0  60.0  
% 

《 職業別 》 （ｎ＝998） 

理  想 現  実 

「仕事」と「家庭生

活」をともに優先 

「仕事」と「地域・

個人の生活」をと

もに優先 

「地域・個人の生

活」優先 

「家庭生活」と「地

域・個人の生活」を

ともに優先 

「家庭生活」優先 

「仕事」と「家庭生

活」と「地域・個人

の生活」をともに優

無回答 

わからない 

「仕事」優先 

－62－



問１２　今後、女性と男性がともに仕事、家庭、子育て、介護、地域活動等に積極的に参加

　　　していくためには、どのようなことが重要だと思いますか。

　　　　　あなたのお考えに近いものを3つまで選んでください。

　　　●「労働時間短縮や、男女ともに取得しやすい育児、介護、ボランティア等の

　　　　休暇・休業制度を普及させる」が49.2％、続いて「夫婦や家族間でのコミュニ

　　　　ケーションをよくはかる」が44.9％、「官民ともに育児・介護に係る施設や

　　　　家事・育児・介護に係るサービスを充実させる」が41.4％となっている。　

　　　●年代別では、「労働時間短縮や、男女ともに取得しやすい育児、介護、ボラン

　　　　ティア等の休暇・休業制度を普及させる」がどの年代でも高いが、70歳以上

　　　　では「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる」が最も高い。

女性
全体

《 性別 》 

% 

2.0  

1.1  

1.1  

41.1  

11.3  

9.3  

14.9  

24.7  

10.9  

47.8  

18.2  

21.3  

43.1  

32.0  

2.0  

0.4  

0.7  

41.8  

9.4  

11.0  

16.1  

29.5  

9.6  

50.6  

17.5  

14.1  

46.8  

32.9  

2.3  

0.7  

0.9  

41.4  

10.3  

10.3  

15.6  

27.2  

10.1  

49.2  

17.8  

17.4  

44.9  

32.3  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

特に必要なことはない 

その他 

官民ともに育児・介護に係る施設や家事・ 

育児・介護に係るサービスを充実させる 

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題に 

ついて男性が相談しやすい窓口を設ける 

男性が子育てや介護、地域活動を行う 

ための仲間（ネットワーク）作りをすすめる 

男性が家事、子育て、介護、地域活動に 

関心を高めるよう啓発や情報提供を行う 

社会の中で男性による家事、子育て、介護、 

地域活動についても、その評価を高める 

職場の同僚や上司との 

コミュニケーションをよくはかる 

労働時間短縮や、男女ともに取得しやすい

育児、介護、ボランティア等の休暇・休業 

制度を普及させる 

雇用機会や昇進、教育訓練など、職場に 

おける男女の対等な処遇を徹底する 

行政や民間、地域社会などにおける政策・ 

方針決定の場に女性を積極的に登用する 

夫婦や家族間でのコミュニケーションを 

よくはかる 

男女の役割分担についての社会通念、 

慣習、しきたりを改める 

全体 

女性 

男性 

% 

－63－



70歳以上
60代
50代
40代
30代
20代
全体

今回調査

《 年代別 》 

% 

6.8  

0.4  

0.8  

40.2  

12.9  

10.0  

14.9  

20.9  

9.6  

36.5  

14.1  

22.5  

50.6  

33.7  

0.0  

0.8  

0.8  

47.6  

13.2  

8.4  

18.4  

26.0  

10.0  

53.6  

15.2  

22.0  

40.0  

31.2  

0.6  

0.0  

1.2  

45.6  

5.8  

9.4  

18.7  

24.6  

4.7  

54.4  

21.6  

18.7  

40.9  

37.4  

1.3  

1.3  

1.3  

38.8  

9.9  

5.9  

12.5  

34.9  

13.8  

52.0  

20.4  

9.9  

42.1  

35.5  

0.0  

0.9  

0.0  

32.2  

6.1  

13.0  

12.2  

31.3  

16.5  

52.2  

22.6  

11.3  

51.3  

28.7  

0.0  

1.5  

1.5  

34.8  

9.1  

25.8  

12.1  

39.4  

7.6  

57.6  

18.2  

4.5  

51.5  

19.7  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

特に必要なことはない 

その他 

官民ともに育児・介護に係る施設や家事・育児・介護に 

係るサービスを充実させる 

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について 

男性が相談しやすい窓口を設ける 

男性が子育てや介護、地域活動を行うための 

仲間（ネットワーク）作りをすすめる 

男性が家事、子育て、介護、地域活動に 

関心を高めるよう啓発や情報提供を行う 

社会の中で男性による家事、子育て、介護、 

地域活動についても、その評価を高める 

職場の同僚や上司とのコミュニケーションをよくはかる 

労働時間短縮や、男女ともに取得しやすい育児、介護、 

ボランティア等の休暇・休業制度を普及させる 

雇用機会や昇進、教育訓練など、職場における 

男女の対等な処遇を徹底する 

行政や民間、地域社会などにおける政策・方針決定の場に 

女性を積極的に登用する 

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる 

男女の役割分担についての社会通念、慣習、 

しきたりを改める 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70歳以上 

% 

－64－



その他
無職
学生
家事専業

今回調査

《 職業別 》 （ｎ=998）  

% 

0.0  

2.9  

2.9  

51.4  

14.3  

2.9  

2.9  

28.6  

14.3  

62.9  

20.0  

22.9  

40.0  

22.9  

4.9  

0.5  

0.0  

43.4  

13.7  

8.2  

12.1  

24.2  

9.3  

41.2  

19.8  

21.4  

47.8  

30.2  

0.0  

0.0  

0.0  

35.7  

7.1  

14.3  

14.3  

42.9  

0.0  

57.1  

28.6  

21.4  

50.0  

28.6  

0.0  

0.0  

0.8  

42.1  

11.3  

14.3  

18.0  

26.3  

7.5  

60.2  

9.0  

12.8  

49.6  

33.8  

0.7  

0.0  

0.7  

39.3  

11.0  

13.8  

22.1  

24.8  

8.3  

51.0  

15.9  

14.5  

46.9  

33.1  

0.6  

1.0  

1.0  

41.9  

7.7  

10.9  

14.7  

31.0  

11.5  

53.7  

22.0  

14.7  

41.2  

31.9  

8.1  

1.4  

2.7  

35.1  

13.5  

4.1  

17.6  

21.6  

8.1  

31.1  

14.9  

29.7  

39.2  

40.5  

1.0  

1.0  

1.0  

41.2  

6.9  

8.8  

14.7  

29.4  

12.7  

43.1  

16.7  

17.6  

49.0  

34.3  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

特に必要なことはない 

その他 

官民ともに育児・介護に係る施設や家事・育児・介護に 

係るサービスを充実させる 

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について 

男性が相談しやすい窓口を設ける 

男性が子育てや介護、地域活動を行うための 

仲間（ネットワーク）作りをすすめる 

男性が家事、子育て、介護、地域活動に 

関心を高めるよう啓発や情報提供を行う 

社会の中で男性による家事、子育て、介護、 

地域活動についても、その評価を高める 

職場の同僚や上司とのコミュニケーションをよくはかる 

労働時間短縮や、男女ともに取得しやすい育児、介護、 

ボランティア等の休暇・休業制度を普及させる 

雇用機会や昇進、教育訓練など、職場における 

男女の対等な処遇を徹底する 

行政や民間、地域社会などにおける政策・方針決定の場に 

女性を積極的に登用する 

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる 

男女の役割分担についての社会通念、慣習、 

しきたりを改める 

自営業（商工･ 

ｻｰﾋﾞｽ業､自由業） 
自営業 

（農・林・漁業） 
雇用者 

（常勤･ﾌﾙﾀｲﾑ） 
雇用者 

（ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 
家事専業 

学生 

無職 

その他 

% 

－65－



【８】　男女間の暴力への対策について

問１３　性犯罪、夫婦間暴力、セクシュアル・ハラスメントなど、女性に対する暴力への対策として、

　　　どのようなことをしていったらよいと思いますか。

　　 　　あなたのお考えに近いものを3つまでお選びください。

　　　●「被害者が安心して相談できる窓口を、職場や学校、行政機関で充実すること」

　　　　が68.7％と最も高くなっている。

《 性別 》 

% 

0.9  

2.2  

2.9  

0.0  

21.6  

10.7  

24.9  

24.9  

31.1  

31.1  

34.4  

26.2  

68.0  

0.7  

2.0  

2.5  

0.0  

33.8  

10.1  

26.2  

23.9  

28.8  

26.9  

28.9  

28.2  

69.6  

1.0  

2.2  

2.7  

0.0  

28.2  

10.3  

25.6  

24.4  

29.8  

28.8  

31.3  

27.2  

68.7  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  

無回答 

わからない 

その他 

特に対策の必要はない 

過激な内容のビデオソフトやゲームソフトなどの 

販売や貸出しを制限すること 

メディア（新聞、テレビなど）が自主的に 

倫理規定を強化すること 

加害者に対するカウンセリングや教育を 

実施すること 

被害者を支援する市民団体と関係機関との 

連携を強化すること 

女性の人権の尊重について、職場や学校、 

行政機関での啓発活動を一層充実させること 

学校や家庭で男女平等や性についての教育を 

充実させること 

被害者の相談にあたる担当者の研修や 

相談員の増員を図ること         

一時的に被害者が避難できる場所 

（シェルター）の整備を進めること 

被害者が安心して相談できる窓口を、職場や 

学校、行政機関で充実すること 

全体 

女性 

男性 

% 

－66－



70歳以上
60代
50代
40代
30代
20代

《 年代別 》 

3.2  

2.0  

0.4  

0.0  

45.0  

7.2  

18.9  

20.5  

34.9  

32.9  

27.7  

14.5  

69.9  

0.0  

2.0  

2.8  

0.0  

28.0  

10.0  

25.6  

26.4  

34.8  

24.0  

32.4  

29.2  

72.8  

0.0  

2.3  

3.5  

0.0  

22.2  

10.5  

27.5  

26.3  

28.1  

25.1  

42.7  

27.5  

67.3  

0.0  

1.3  

2.0  

0.0  

21.7  

11.8  

28.3  

23.7  

26.3  

34.2  

28.9  

38.8  

66.4  

0.0  

2.6  

6.1  

0.0  

20.0  

13.9  

29.6  

25.2  

20.0  

28.7  

28.7  

31.3  

65.2  

0.0  

3.0  

4.5  

0.0  

12.1  

13.6  

33.3  

25.8  

21.2  

28.8  

22.7  

34.8  

66.7  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  

無回答 

わからない 

その他 

特に対策の必要はない 

過激な内容のビデオソフトやゲームソフトなどの 

販売や貸出しを制限すること 

メディア（新聞、テレビなど）が 

自主的に倫理規定を強化すること 

加害者に対するカウンセリングや 

教育を実施すること 

被害者を支援する市民団体と 

関係機関との連携を強化すること 

女性の人権の尊重について、職場や学校、 

行政機関での啓発活動を一層充実させること 

学校や家庭で男女平等や 

性についての教育を充実させること 

被害者の相談にあたる担当者の研修や 

相談員の増員を図ること         

一時的に被害者が避難できる場所 

（シェルター）の整備を進めること 

被害者が安心して相談できる窓口を、 

職場や学校、行政機関で充実すること 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70歳以上 

% 

－67－



【９】　男女共同参画社会の実現について

問１４　男女共同参画社会づくりを進めるために、県はどのようなことにカを入れていくべ

　　　きだと思いますか。特に重要だと思うものを3つまで選んでください。

　　　●「仕事と育児や介護を両立させるための支援策を充実する」が69.2％と最も

　　　　高く、「様々な分野での、チャレンジする女性に対する支援を強化する」が

　　　　39.2％、「男女の平等と相互の理解や協力について学習を充実する」が35.5

　　　　％となっている。

　　　●年代別では、「仕事と育児や介護を両立させるための支援策を充実する」は、

　　　　どの年代でも高く、「様々な分野での、チャレンジする女性に対する支援を

　　　　強化する」が、20～50代で高い。

女性
全体

《 性別 》 

% 

1.3  

3.1  

2.2  

27.3  

38.7  

12.4  

64.9  

28.7  

30.7  

35.6  

26.4  

1.4  

3.4  

1.1  

24.8  

40.0  

11.9  

73.1  

26.9  

29.7  

35.6  

23.5  

1.5  

3.4  

1.6  

25.8  

39.2  

12.2  

69.2  

27.6  

30.2  

35.5  

24.9  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  

無回答 

わからない 

その他 

男女共同参画に関する先進的な取組を 

研究し普及する 

様々な分野での、チャレンジする女性に 

対する支援を強化する 

女性のための相談窓口の周知を徹底し、 

相談員の研修を充実する 

仕事と育児や介護を両立させるための 

支援策を充実する 

雇用機会や労働条件の男女平等について 

啓発を強化する 

女牲を政策・方針決定の場へ積極的に登用する 

男女の平等と相互の理解や協力について 

学習を充実する 

しきたりや慣習を見直すための 

広報や啓発を充実する 

全体 

女性 

男性 

% 

－68－



70歳以上
60代
50代
40代
30代
20代

《 年代別 》 

3.2  

4.8  

0.4  

32.5  

30.5  

14.9  

59.8  

27.7  

32.1  

36.9  

29.7  

0.8  

2.0  

0.8  

30.8  

35.2  

14.8  

68.0  

32.0  

33.2  

39.2  

24.0  

0.0  

2.3  

2.9  

24.0  

43.9  

10.5  

75.4  

29.8  

27.5  

31.6  

24.6  

0.7  

3.9  

3.9  

23.0  

46.7  

11.8  

75.0  

17.8  

26.3  

32.9  

20.4  

0.9  

2.6  

0.9  

14.8  

48.7  

4.3  

72.2  

28.7  

30.4  

38.3  

24.3  

3.0  

4.5  

1.5  

13.6  

43.9  

10.6  

77.3  

27.3  

25.8  

28.8  

21.2  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  

無回答 

わからない 

その他 

男女共同参画に関する先進的な取組を 

研究し普及する 

様々な分野での、チャレンジする女性に 

対する支援を強化する 

女性のための相談窓口の周知を徹底し、 

相談員の研修を充実する 

仕事と育児や介護を両立させるための 

支援策を充実する 

雇用機会や労働条件の男女平等について 

啓発を強化する 

女牲を政策・方針決定の場へ積極的に登用する 

男女の平等と相互の理解や協力について 

学習を充実する 

しきたりや慣習を見直すための 

広報や啓発を充実する 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70歳以上 

% 

－69－



その他
無職
学生
家事専業

《 職業別 》 （ｎ=998） 

0.0  

5.7  

0.0  

25.7  

48.6  

11.4  

74.3  

25.7  

25.7  

40.0  

20.0  

2.7  

4.9  

1.1  

31.3  

34.6  

12.6  

59.9  

31.9  

31.3  

31.9  

28.6  

0.0  

0.0  

0.0  

35.7  

28.6  

7.1  

71.4  

28.6  

42.9  

35.7  

35.7  

0.8  

2.3  

0.8  

28.6  

37.6  

20.3  

69.9  

21.8  

28.6  

42.1  

24.1  

1.4  

1.4  

1.4  

22.1  

39.3  

11.0  

76.6  

36.6  

28.3  

37.2  

22.1  

0.3  

3.5  

2.2  

21.4  

44.7  

8.6  

73.5  

26.8  

31.0  

31.6  

22.4  

5.4  

2.7  

0.0  

33.8  

24.3  

10.8  

54.1  

29.7  

29.7  

43.2  

32.4  

0.0  

3.9  

3.9  

25.5  

45.1  

14.7  

72.5  

18.6  

30.4  

37.3  

23.5  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  

無回答 

わからない 

その他 

男女共同参画に関する先進的な取組を 

研究し普及する 

様々な分野での、チャレンジする女性に 

対する支援を強化する 

女性のための相談窓口の周知を徹底し、 

相談員の研修を充実する 

仕事と育児や介護を両立させるための 

支援策を充実する 

雇用機会や労働条件の男女平等に 

ついて啓発を強化する 

女牲を政策・方針決定の場へ 

積極的に登用する 

男女の平等と相互の理解や協力に 

ついて学習を充実する 

しきたりや慣習を見直すための 

広報や啓発を充実する 

自営業（商工･ 

ｻｰﾋﾞｽ業､自由業） 
自営業 

（農・林・漁業） 
雇用者 

（常勤･ﾌﾙﾀｲﾑ） 
雇用者 

（ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 
家事専業 

学生 

無職 

その他 

% 

－70－



問１５　岡谷市にある長野県男女共同参画センター“あいとぴあ”では、男女共同参画社会づ

　　　くりの拠点施設として、各種講座の開催や情報提供、女性相談などを実施しています。

　　　　 あなたは、この“あいとぴあ”の機能として何が重要だと思いますか。あてはまるものを

　　　3つまで選んでください。

　　　●「指導者の育成」が54.4％、「多様な学習機会の提供」が54.3％と高くなって

　　　　いる。

70歳以上
60代

《 性別 》 

6.2  

4.9  

35.8  

43.3  

20.4  

44.7  

54.4  

49.6  

8.0  

2.7  

26.4  

47.9  

13.9  

46.3  

54.6  

58.4  

7.4  

3.7  

30.6  

45.7  

16.8  

45.3  

54.4  

54.3  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

その他 

男女共同参画に関する調査研究 

相談事業（女性・男性） 

情報や図書の収集・提供 

団体・ＮＰＯ等の活動支援・交流の場づくり 

指導者の育成 

多様な学習機会の提供 

全体 

女性 

男性 

% 

11.2  

2.4  

28.5  

38.2  

15.7  

51.0  

57.4  

56.2  

7.2  

4.4  

34.0  

43.2  

14.0  

45.2  

54.8  

60.4  

5.3  

3.5  

33.9  

47.4  

12.9  

35.7  

66.1  

53.2  

3.3  

5.3  

29.6  

50.0  

17.8  

46.1  

53.3  

53.9  

4.3  

2.6  

27.0  

58.3  

22.6  

46.1  

46.1  

47.8  

10.6  

4.5  

25.8  

50.0  

30.3  

50.0  

30.3  

40.9  

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  

無回答 

その他 

男女共同参画に関する調査研究 

相談事業（女性・男性） 

情報や図書の収集・提供 

団体・ＮＰＯ等の活動支援・交流の場づくり 

指導者の育成 

多様な学習機会の提供 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70歳以上 

% 

《 年代別 》 

－71－



《 職業別 》（ｎ=998） 

8.6  

5.7  

42.9  

54.3  

5.7  

45.7  

57.1  

45.7  

10.4  

2.7  

34.1  

40.7  

16.5  

47.3  

53.8  

52.7  

7.1  

7.1  

28.6  

50.0  

14.3  

57.1  

57.1  

50.0  

9.0  

2.3  

20.3  

50.4  

14.3  

49.6  

50.4  

65.4  

4.8  

1.4  

32.4  

47.6  

17.2  

40.7  

60.0  

60.7  

5.1  

6.4  

30.4  

42.5  

20.4  

43.8  

53.7  

49.5  

10.8  

2.7  

31.1  

41.9  

13.5  

52.7  

55.4  

52.7  

4.9  

2.0  

32.4  

56.9  

14.7  

44.1  

54.9  

54.9  

0.0  20.0  40.0  60.0  

無回答 

その他 

男女共同参画に関する調査研究 

相談事業（女性・男性） 

情報や図書の収集・提供 

団体・ＮＰＯ等の活動支援・交流の場づくり 

指導者の育成 

多様な学習機会の提供 

自営業（商工･ 

ｻｰﾋﾞｽ業､自由業） 
自営業 

（農・林・漁業） 
雇用者 

（常勤･ﾌﾙﾀｲﾑ） 
雇用者 

（ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ） 
家事専業 

学生 

無職 

その他 

% 

－72－


